高大接続改革と初年次教育 by 菊池 重雄 & Shigeo Kikuchi

















































るでしょうか。両 方 とも “Learning” です。ほ
























































































めに英語の “Learning Outcome” という言葉を
48
「一週間で 1 単位」の計算で単位が成り立って
います。ですから 5 週間教育実習に行けば 5 単
位、 1 週間であれば 1 単位というのが、インタ
ーンシップも含めて単位認定の基本になってい










































































































































































あります。この 年 の 答 申 では、アドミッショ
ン・ポリシー（AP）が「入学者選抜の改善」、































































































い 方 でした。 しかし、 英 語 にははっきり





















































































































































the Gap” と 書 いてあります。イギリスで 地 下
鉄に乗って郊外の地下鉄の駅へ行くと、ホーム
























































































































じです。例えば、 1 限と 3 限に授業が入ってい
て 2 限が空白になっている。そういう手帳を見















































　高大接続の側面からいえば、K-16（K は Kinder 










































































































































































せん。従業員の数で時には 5 人 6 人でやること













































記は “Department of Human Resource(s)” では
なく、“Department of Human Capital” がよい
と思っています。人的資本という考え方をもっ
と定着させないといけないと考えているからで





















































進 するような 人）” になることです。こうした
教育理念を掲げる大学であるからこそ、創価大
学は優れた高等教育を展開できるのだと思いま
す。
　以上でございます。どうもありがとうござい
ました。
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